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入所 おめでとう !!
川口保育所・沼宮内保育所・一方井保育所で入所式が行われ、新しいお友達を歓迎しました。
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　　　　　　　　　　平成 26年度 会計収支予算　　　　　　　　　（単位：千円）
経常活動収入 264,277 経常活動支出 262,867 
会費収入 3,604 人件費支出 196,951 
寄付金収入 1,000 事業費支出 28,400 
経常経費補助金収入 30,769 事務費支出 29,670 
受託金収入 8,179 共同募金配分金事業費 820 
貸付金収入 650 貸付金支出 700 
事業収入 740 助成金支出 5,865 
負担金収入 580 負担金支出 461 
介護保険事業収入 18,695 予備費 4,400 
保育所事業収入 191,503 当期末支払資金残高 33,635 
障害福祉サービス等事業収入 4,550 計 300,902 
受取利息配当金収入 108 
その他の収入 3,899 
前期末支払資金残高 36,625 

計 300,902 

平成 26 年度 社会福祉法人 岩手町社会福祉協議会 事業計画
1．基本方針  
　我が国の経済情勢は、景気の回復も弱い動きのまま生活基盤となる雇用面においても、依然厳しい状況にあります。
また、本格的な少子高齢社会の進行に伴い、生活に不安を及ぼし近隣関係の希薄化、核家族や単身世帯の増加により
家族意識が脆弱（ぜいじゃく）化し、地域社会や家庭の様相は変容し、ひきこもりなど社会的孤立や経済的困窮によ
る低所得の問題など、地域における生活課題は深刻となり、福祉制度だけでは対応しきれない状況が一層増加してお
ります。
　一方、震災や豪雨災害においては、住民あるいは災害ボランティアの「助け合い・支え合い」の重要性が認識され、
高齢者等要援護者への見守り活動など自主的な活動も広がり、これまで積み重ねてきた地域福祉の実践母体となる社
会福祉協議会への期待も高まっています。
　このような状況の中、住民が住み慣れた地域で、健康で生きがいを持ち、自立した生活を営むには多くのニーズが
あり、これまでの行政や社会福祉協議会の枠組みを越えた地域連帯型の支援が一段と必要であり、ネットワークの形
成が求められております。

2．重点項目  
・関係機関団体と連携・協働による福祉のまちづくりの推進（岩手町安心生活ネットワーク事業の推進）
・住民福祉活動の普及と活動支援
・福祉教育の推進　
・保育所等の運営を通じ、子育てしやすい環境の整備

3．事業推進項目  
社会福祉協議会の組織・財政基盤の強化
① 地域福祉活動計画の策定
② 地域支援体制の整備
③ 介護保険事業財政基盤の適正化

地域社会ネットワーク事業の実施
① 岩手町安心生活支援ネットワーク事業の推進
② 社会福祉大会の開催
③ 広報活動の拡充
④ 地域団体との連携

ボランティア活動の充実
① ボランティア（災害ボランティア）の登録・斡旋
② ボランティアリーダーの養成研修
③ ボランティア保険の加入助成

福祉教育の推進
① 社会福祉推進校事業の推進
② 第 22 回福祉作文コンクールの実施
③ キャップハンディ体験学習への協力
④ 教育機関との連携による福祉教育の推進

居宅要援護者等へのサービスの充実
① 訪問介護サービスの実施
② 理・美容サービスの実施
③ 移送（外出支援）サービスの実施
④ 集合型食事サービス「まんまと湯っこの
会」の実施（集合型月 1回）

⑤ 日常生活自立支援事業への協力
⑥ いわて“おげんき”みまもりシステムの
利用促進

地域福祉活動の推進
① いきいき就労センター事業の支援
② 子育てサロン「すくすく」の運営
③ 敬老会の受託事業の実施
④ 金婚慶祝会の開催

町立保育所運営受託事業の推進
（川口・沼宮内 ･一方井保育所）
① 家庭・地域との連携に努め、安全・
安心と信頼の保育所運営

② 地域における子育て支援事業の推進
③ 岩手町子育て支援センター・川口放
課後児童健全育成事業の運営
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職
員
の
紹
介

事
務
局
次
長

久
保
　栄
司

　四
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

役
場
の
健
康
福
祉
課
か
ら
当
協

議
会
へ
派
遣
異
動
と
な
り
ま
し

た
。
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
、

本
町
で
も
超
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
益
々
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
等
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
く
な
る
中
に
あ
っ

て
、「
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
す
た
め
、

町
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
社
会
福
祉
事
業
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

沼
宮
内
保
育
所
長佐

藤
　誠
子

　今
年
度
、
沼
宮
内
保
育
所
の

新
任
所
長
と
な
り
ま
し
た
佐
藤

誠
子
と
申
し
ま
す
。
諸
先
輩
方

が
築
き
上
げ
た
土
台
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
伝
統
行
事
を
守

り
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
、
保
護
者
の
皆
様
と
一

体
と
な
っ
て
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
成
長
を
育
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
方
井
保
育
所

　保
育
士

木
暮

　舞
子

　沢
山
の
方
々
と
の
縁
に
感
謝

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
向

き
合
い
共
に
成
長
し
て
い
け
る

保
育
士
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

日本赤十字社の活動
•災害救護活動
•医療事業
•生命と安全を守る講習活動
•青少年赤十字活動
•血液事業
•赤十字ボランティア活動
•国際救援事業
•社会福祉事業

　今年も 5月 1 日から 5月 31 日まで、「赤十字運動
月間」です。
　各世帯に、毎年 500 円以上の拠出金（社費）をお
願いし、日本赤十字社が行う、人道的活動の支援に
役立てられます。
　この社費は、強制するものではありませんが、行
政連絡員等、各家庭にお願いに伺った際には、何卒
ご理解の上、ご協力をお願いします。

ご寄付いただいた方の紹介

ご寄付
ありがとう
ございました

寄付者名・寄付団体名
［平成 26年 2月11日～4月15日　受付分］

●岩手町環境サークル　代表
藤村　俊徳　様 5︐000 円

●久保婦人会　会長
田村　禮子　様

（リサイクル回収益金）

20︐000 円

✚日本赤十字社岩手町分区
からのお知らせ
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